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実習内容、臨地実習指導記録簿、臨地教育実習報告書、学生への対応等を総合的に評価する。

学部教育における公衆衛生看護学実習において、３年生を対象とした実習指導にかかる教育実習を行い、教育指導能力を修得
するとともに、公衆衛生看護学領域の臨地教育の現場における課題と解決に向けた方略を考察する。
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1．看護基礎教育における臨地実習の意義と目的を述べることができる
2．臨地実習における実習指導者の役割について述べることができる
3．学生のレディネスを理解することができる
4．実習指導の計画を立案し、実施することができる
5．学生の特性に応じた実習指導の方法を理解することができる
6．実習の評価方法を理解し、実施することができる
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６．看護実践の場における看護専門職者や看護学生に対する教育能力を修得している。

４．看護教育者あるいは看護実践者としての基礎的な教育能力を修得している。

備考
公衆衛生看護学演習Ⅰの授業で参加する学部授業科目「公衆衛生看護方法III, IV」で学習する内容が教育実践上、
必要な知識となります。

学部学生のレディネス、特性を意識して、実習指導に取り組んでください。また、臨地実習での指導方法・あり方
についての考えを深めてください。

必要時、紹介する。

【実習期間】
　1月下旬～2月下旬
　同行する実習は、本学学部3年生が履修する「領域別看護学実習(公衆衛生看護）」とする。なお、同行する実習施設は
  大学院生の居住地等から決定する。

【実習内容】
　1) 実習施設との事前打合せに参加するとともに、学部生用の学生便覧、シラバス、全実習概要・実習要項などから同行する
　　 実習についての理解を深める。
　2) 同行する実習地や施設の特徴をふまえ臨地指導実習に必要な準備を行う。
　3) 実習目標・学習内容にそった指導計画を立案する。
  4) 領域別看護学実習(公衆衛生看護）に同行し、学生指導の実際を学ぶ。
  5) カンファレンスでは、状況に応じて助言を行う。
  6) 学生の学習状況を確認し、健康教育・地区踏査などへの指導を行う。

【教育指導実践に関する記録類】
　臨地教育実習での学びや教育的実践については臨地実習指導記録に記載する。また、実習が終了後に臨地教育実習報告書を
　提出する。
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